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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月28日(2012.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムの無線周波数サブシステムの直角位相信号経路における自動利
得制御を管理するための方法であって、
　デジタル受信機経路中のチャネル選択フィルタへの入力における第１の信号強度および
前記チャネル選択フィルタの出力における第２の信号強度を判定するステップと、
　前記第１の信号強度と前記第２の信号強度とを比較して受信機の前記直角位相信号経路
にいつブロッカーが存在するかを検出し、前記ブロッカーが存在する場合は自動利得制御
回路のアナログ制御分岐にブロッカー存在信号を転送するステップと、
　前記ブロッカー存在信号に応答して自動利得制御回路の前記アナログ制御分岐において
アナログ制御信号を生成するステップとを備え、前記アナログ制御信号は、前記ブロッカ
ーの存在に応答して、アナログ受信機経路中の少なくとも１つの制御可能利得素子を調整
して前記無線周波数サブシステムの前記デジタル受信機経路中のアナログ－デジタル変換
器の飽和を防止するように構成され、さらに
　前記チャネル選択フィルタの前記出力における前記第２の信号強度と参照信号パワーと
の間の差を求めるステップと、
　前記第２の信号強度と前記参照信号パワーとの間の差を前記自動利得制御回路に適用す
るステップとを備え、前記自動利得制御回路は、前記アナログ制御分岐およびデジタル制
御分岐に結合されるループフィルタを有し、前記デジタル制御分岐は、前記チャネル選択
フィルタに結合されるスケーラを調整するように構成されるデジタル制御ワードを生成す
る、方法。
【請求項２】
　前記第２の信号強度の表現を線形目盛から対数目盛に変換して、デシベルでの前記第２
の信号強度の変換された表現を生成するステップをさらに備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　デシベルでの前記第２の信号強度の変換された前記表現を補正アルゴリズムに適用して
、デシベルでの前記第１の信号強度の補正された表現を生成するステップをさらに備える
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、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線周波数サブシステムにおける平均信号エネルギおよびピーク信号エネルギの関
数として前記参照信号パワーを求めるステップをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記参照信号パワーを調整して予め定められたマージンを可能にするステップをさらに
備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ループフィルタは、前記第２の信号強度を判定するのに用いられるサンプリング周
波数とウインドウとの比で動作する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アナログ制御分岐は、第１のフィードバック加算器、プログラマブルヒステリシス
素子、およびルックアップテーブルを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　プログラム可能なヒステリシスはしきい値で実現され、以前の利得値と関連して用いら
れると新たな利得値を定める、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　低雑音増幅器のアナログ利得変更と関連して位相補正制御信号を生成するステップをさ
らに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　アナログ利得の変化率は、前記第２の信号強度を判定するのに用いられるウインドウ、
サンプリングレート、およびアナログ利得変更ヒステリシス値の関数である、請求項８に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記デジタル制御分岐は、加算器と、前記ループフィルタからのフィルタリングされた
誤り信号および前記アナログ制御分岐からのアナログ利得値の関数としてデジタル利得値
を求めるプログラマブル遅延素子とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記デジタル利得値を対数目盛から線形目盛に変える変換器に前記デジタル利得値を適
用するステップをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ベースバンドコントローラからの利得値を挿入するステップと、
　前記ルックアップテーブルをロードするステップと、
　前記プログラマブルヒステリシス素子をバイパスするステップと、
　前記ルックアップテーブルからのアナログ利得制御信号を適用するステップとをさらに
備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信システムの無線周波数サブシステムにおける自動利得制御のためのシス
テムであって、
　デジタル受信機経路からの第１の入力およびチャネル選択フィルタからの第２の入力を
受け、前記デジタル受信機経路の出力に存在する信号パワーの第１の推定値および前記チ
ャネル選択フィルタの前記出力に存在する前記信号パワーの第２の推定値を生成するよう
に構成されるパワー推定器と、
　前記パワー推定器からの前記第１の推定値および前記第２の推定値を受けるように配置
され、前記第１の推定値および前記第２の推定値の関数がしきい値を超えるとブロッカー
存在信号を生成するように構成されるブロッカー識別素子と、
　前記パワー推定器の出力に結合され、前記デジタル受信機経路における前記パワーの対
数表現を生成するように構成される変換器と、
　前記ブロッカー存在信号および前記デジタル受信機経路中の前記パワーの前記対数表現
と参照信号との差を受けるように配置される自動利得制御回路とを備え、前記自動利得制
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御回路は、ループフィルタ、アナログ制御分岐、およびデジタル制御分岐を備え、前記ア
ナログ制御分岐はアナログ受信機経路中の１つ以上の素子に結合される制御信号を生成し
、前記デジタル制御分岐はスケーラに結合される制御ワードを生成し、前記制御信号およ
び制御ワードは前記無線周波数サブシステム中で利得を分散させる、システム。
【請求項１５】
　前記アナログ制御分岐は、第１のフィードバック加算器、プログラマブルヒステリシス
素子、およびルックアップテーブルを備える、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記アナログ制御分岐は第１の較正値を受け、受信信号強度を示すものをベースバンド
素子に与え、前記制御信号を生成する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記アナログ制御分岐は、前記制御信号が低雑音増幅器の利得の変更を命令する場合、
位相補償信号を生成する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記デジタル制御分岐は、第２のフィードバック加算器、プログラマブル遅延素子、お
よび変換器素子を備え、前記デジタル制御分岐は、前記ループフィルタから第２の較正信
号および誤り信号を受けるように配置される、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記デジタル制御分岐は、前記第２のフィードバック加算器で前記アナログ制御信号を
受け、前記誤り信号と前記アナログ制御信号の遅延された表現との差に応答する前記制御
ワードを生成する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記デジタル制御分岐は、前記誤り信号と前記アナログ制御信号との差を対数目盛上の
第１の値から線形目盛上の変換された値に変える、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信システムの無線周波数サブシステムにおける自動利得制御のための回路
であって、
　デジタル受信機経路に結合されるアナログ受信機経路を備える受信機を備え、前記デジ
タル受信機経路の出力はスケーラに結合され、さらに
　無線周波数自動利得制御回路を備え、前記無線周波数自動利得制御回路は、
　第１のフィードバック加算器およびルックアップテーブルを備えるアナログ制御分岐を
備え、前記アナログ制御分岐はベースバンド素子から受ける利得値および第１の較正値に
応答し、アナログ制御信号を生成する前記アナログ制御分岐は前記アナログ受信機経路中
の少なくとも１つの制御可能利得素子を調整するように構成され、さらに前記無線周波数
自動利得制御回路は
　第２のフィードバック加算器、プログラマブル遅延素子、および変換器素子を備えるデ
ジタル制御分岐を備え、前記デジタル制御分岐は、前記ベースバンド素子から受けた前記
利得値に応答する制御ワード、第２の較正値、および前記アナログ制御信号の遅延された
表現を生成するように構成される、回路。
【請求項２２】
　前記アナログ制御分岐はバイパスモードで動作するプログラマブルヒステリシス素子を
さらに備える、請求項２１に記載の回路。
【請求項２３】
　前記アナログ制御分岐は受信信号強度を示すものをベースバンド素子に与え、前記アナ
ログ受信機経路中の低雑音増幅器、トランスインピーダンス増幅器、およびプログラマブ
ル利得増幅器のうち１つ以上を調整するように配置される、請求項２１に記載の回路。
【請求項２４】
　前記デジタル制御分岐は、前記ベースバンド素子から受けた前記利得値と、前記第２の
較正値と、前記アナログ制御信号の前記遅延された表現との差を対数目盛から線形目盛に
変える、請求項２１に記載の回路。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　チャネル選択フィルタ２３０は、ベースバンドサブシステム１１０からの１つ以上の信
号（図示せず）の制御下で、選択範囲の周波数、すなわち選択受信チャネル、を、接続線
２３５上でＲＦ　ＡＧＣサブシステム２３８へ、および接続線２３３上でスケーラ４０２
へ渡す。接続線２３５上で選択受信チャネルを受けることに加えて、ＲＦ　ＡＧＣサブシ
ステム２３８は、接続線１２０ｂ上の第１の較正信号、接続線１２０ｃ上の第２の較正信
号、および接続線１２０ｄ上のＡＧＣ参照信号を受ける。図２にさらに図示されるように
、ＲＦ　ＡＧＣシステム２３８は３つの出力信号を生成する。受信信号強度インジケータ
（ＲＳＳＩ）信号は、接続線１２０ｅ上をベースバンドサブシステム１１０に通信される
。アナログ制御信号は、ＡＧＣ回路２６０からアナログ受信機経路２１０に通信される。
接続線２６７上のアナログ制御信号は、アナログ受信機経路２１０中の１つ以上の制御可
能素子の利得を設定するかまたはさもなければ制御するための情報を含む。さらに、ＡＧ
Ｃ回路２６０から接続線２６５上を、スケーラ４０２にデジタル制御ワードが通信される
。スケーラ４０２はデジタル利得素子である。すなわち、スケーラ４０２は、接続線２６
５上のデジタル制御ワードに応答して、接続線２３３上で与えられた受信信号のデジタル
表現を調整し、これを接続線１２０ａ上でベースバンドサブシステム１１０に転送する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　簡単に上述したように、コントローラ４００に従って動作するＡＧＣ回路２６０は、ア
ナログ制御経路（図示せず）を用いて、アナログ受信機経路２１０中のミキサ／ＬＮＡ段
、トランスインピーダンス増幅器、およびプログラマブルパワー増幅器のうち１つ以上の
利得を制御可能に調整する。ＬＮＡ利得段を調整する場合、コントローラ４００はそのこ
とを示すものを利得／相補償器（図示せず）に転送する。受信機１５０のＲＦ部またはベ
ースバンドサブシステム１１０において実現可能な利得／相補償器は、適切な数のデータ
信号サンプルが処理された後、ＩおよびＱデータ信号に対して複素乗算演算を行なう。利
得および位相補正されたＩおよびＱデータ信号は、Ｉ／Ｏ素子１１２（図１）に転送され
る前に、ベースバンドサブシステム１１０によってさらに処理される。以上でも説明した
ように、コントローラ４００に従って動作するＡＧＣ回路２６０は、デジタル制御経路（
図示せず）を用いて、接続線２６５上を転送される制御ワードを生成してスケーラ４０２
を制御可能に調整する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　図３は、図１のＲＦ　ＡＧＣシステム２３８の実施形態を図示する機能ブロック図であ
る。図３に図示されるように、受信機３００は、アナログ受信機経路２１０、デジタル受
信機経路２２０、スケーラ４０２、およびＲＦ　ＡＧＣシステム２３８を含む。アナログ
受信機経路２１０は、接続線１４２上のＲＦ＿ＩＮ信号および接続線２６７上の制御信号
を受ける。アナログ受信機経路２１０は、接続線２６７上の制御信号中にエンコードされ
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た情報に従って信号パワー（すなわちＲＦ＿ＩＮ信号）を増幅または減衰する、直列結合
されたアナログデバイスを含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ＩおよびＱ受信信号の第２のデジタル表現は接続線２３３上をスケーラ４０２に転送さ
れる。スケーラ４０２はデジタル利得素子である。スケーラ４０２は、接続線２６５上を
ＡＧＣ回路２６０から通信されたデジタル制御ワードに従って、接続線２３３上で与えら
れたＩおよびＱ受信信号のデジタル表現を調整する。以下に説明されるように、ＡＧＣ回
路２６０は、受信信号の推定されるパワー、アナログ受信機経路２１０において与えられ
たアナログ利得の量、および所望の参照値を含む、受信機１５０における現在の動作条件
に従って制御ワードを調整する。スケーラ４０２は、接続線２６５上のデジタル制御ワー
ドに応答して、ＩおよびＱ受信信号をベースバンドサブシステム１１０へ接続線１２０ａ
上で転送する前に、ＩおよびＱ受信信号をデジタルにスケーリングするまたは調整する。
実施形態では、スケーラ４０２は約７２ｄＢのデジタル利得制御を与える。より小さなま
たはより大きな合計利得をデジタルＩおよびＱ受信信号に与える他の実施形態が可能であ
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　表１に図示される実施形態では、－３３ｄＢｍの入力信号しきい値が検出されると、ア
ナログ制御分岐３５０は、接続線２６７上にアナログ制御信号を生成し、これは、アナロ
グ受信機経路２１０中で約０ｄＢの利得を与えるようにアナログ受信機経路２１０に命令
する。－３３ｄＢｍと－４４ｄＢｍとの間の入力信号しきい値が検出されると、アナログ
制御分岐３５０は、アナログ受信機経路２１０中のＰＧＡを介して約１０ｄＢの合計利得
を与えるように接続線２６７上のアナログ制御信号を変更する。同様に、入力信号しきい
値が－４４ｄＢｍと－７２ｄＢｍとの間に下がると、アナログ制御分岐３５０は、ＰＧＡ
が与える約１０ｄＢの利得と、アナログ受信機経路２１０中のＬＮＡが与える約１２ｄＢ
の付加的な利得との合計利得約２２ｄＢを与えるように、接続線２６７上のアナログ制御
信号を変更する。入力信号しきい値が－７２ｄＢｍと－８２ｄＢｍとの間に下がると、ア
ナログ制御分岐３５０は、ＰＧＡが与える約１０ｄＢの利得と、アナログ受信機経路２１
０中の１つ以上のＬＮＡが与える約２４ｄＢの付加的な利得との合計利得約３４ｄＢを与
えるように、接続線２６７上のアナログ制御信号を変更する。入力信号しきい値が－８２
ｄＢｍと－９７ｄＢｍとの間に下がると、アナログ制御分岐３５０は、ＰＧＡが与える約
１０ｄＢの利得と、トランスインピーダンス増幅器が与える約６ｄＢの利得と、アナログ
受信機経路２１０中の１つ以上のＬＮＡが与える約２７ｄＢの付加的な利得との合計利得
約４３ｄＢを与えるように、接続線２６７上のアナログ制御信号を変更する。最後に、入
力信号しきい値が－９７ｄＢｍと－１１０ｄＢｍとの間に下がると、アナログ制御分岐３
５０は、ＰＧＡが与える約１６ｄＢの利得と、トランスインピーダンス増幅器が与える約
１２ｄＢの利得と、アナログ受信機経路２１０中の１つ以上のＬＮＡが与える約２７ｄＢ
の付加的な利得との合計利得約５５ｄＢを与えるように、接続線２６７上のアナログ制御
信号を変更する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　デジタル制御分岐３６０は、プログラマブル遅延素子３６１、第２のフィードバック加
算器３６２、および変換器３６４を含む。プログラマブル遅延素子３６１は、接続線２６
７上のアナログ制御信号を、ループフィルタ３４５からの接続線３４９上のフィルタリン
グされた誤り信号と同期させる。第２のフィードバック加算器３６２は、接続線３４７上
のフィルタリングされた誤り信号、接続線１２０ｃ上の第２の較正値、および遅延素子３
６１からの遅延されたアナログ制御信号を受信する。図３に図示されるように、第２のフ
ィードバック加算器３６２は、フィルタリングされた誤り信号と、第２の較正値と、接続
線３６３上の遅延されたアナログ制御信号との差を生成し、これを変換器３６４に転送す
る。変換器３６４は、デジタル利得をデシベルから線形値に変えた後に制御ワードを生成
する。制御ワードは、接続線２６５を介してスケーラ４０２に転送される。デシベルを線
形単位に変換するための方法は、図９に関連して図示され記載される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　状態図４０４は、状態４１０、状態４２０、状態４３０、状態４４０、状態４５０、お
よび状態４６０を含む。状態４１０はパワーアップ動作モードである。選択数の繰返しが
満たされるまで、矢印４１２が示すように、パワーアップ条件下で、ＡＧＣ回路２６０を
動作させるための１組の好適なパラメータが繰返し適用される。ＡＧＣ回路２６０が選択
数の繰返しを行なうと、コントローラ４００は、矢印４１４が示すように状態４３０に遷
移する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図５は、図３のＡＧＣ回路の代替的実施形態を図示する機能ブロック図である。ＡＧＣ
回路５６０は、トランシーバ動作のＧＳＭ／ＥＤＧＥモードでの使用に好適である。ＡＧ
Ｃ回路５６０は、図３に図示されかつ上述されるＡＧＣ回路２６０からの回路素子のいく
つかを共有する。図５に図示されるように、ＡＧＣ回路５６０は、アナログ受信機経路２
１０、デジタル受信機経路２２０、およびスケーラ４０２を含む受信機５００で実現され
る。アナログ受信機経路２１０は、アナログ制御分岐５５０が与える制御信号に従って動
作する。スケーラ４０２は、デジタル制御分岐３６０が与える制御ワードに従って動作す
る。パワー推定器２４０、変換器３３４、加算器３３６、ブロッカー識別素子２５０、コ
ントローラ４００、およびループフィルタ３４５は、それらがディスエーブルされている
かまたはさもなければ受信機５００中の他の素子から除かれていることを示すように破線
で図示される。図示される実施形態では、スイッチ５１０は、ベースバンドサブシステム
１１０（図１）から接続線１２０ｆを介してアナログ制御分岐５５０およびデジタル制御
分岐３６０へ利得値を与えるように、制御可能に位置決めされる。図５にさらに図示され
るように、スイッチ５１０は、接続線３４９（すなわち、ループフィルタ３４５の出力）
をアナログ制御分岐５５０およびデジタル制御分岐３６０にもはや結合していない。さら
に、プログラマブルヒステリシス素子３５４はディスエーブルされ、接続線１２０ｅを介
してバイパスされる。これに代えて、バイパスモードではプログラマブルヒステリシス素
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子３５４が動作され、第１の較正値とベースバンドサブシステム１１０からの利得値との
差をルックアップテーブル３５６に適用する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　デジタル受信機経路２２０は、接続線２１５上のＩおよびＱ受信信号が増幅されたもの
を受信する。デジタル受信機経路２２０は、ＩおよびＱ受信信号が横切る通信経路におけ
る、周波数にわたるパワーばらつきをサンプリングし、デジタル化し、高域フィルタリン
グし、かつ補償する１つ以上の信号処理素子を含む。さらに、デジタル受信機経路２２０
は、低周波数しきい値より低い所望されない周波数と高周波数しきい値より高い所望され
ない周波数とを除去するためのチャネル選択フィルタを含んでもよい。デジタル受信機経
路２２０の出力は接続線２３３上をスケーラ４０２に転送される。スケーラ４０２は、デ
ジタル制御分岐３６０から接続線２６５上で受信された制御ワードに従って動作するデジ
タル利得素子である。受信されたアナログ信号から生成されるパワー調整されたＩおよび
Ｑ信号は、バス接続線１２０ａを介してベースバンドサブシステム１１０（図１）に転送
される。１つの実施形態では、デジタル受信機経路２２０は約７２ｄＢのデジタル利得制
御を与える。より小さなまたはより大きな合計利得をデジタルＩおよびＱ信号に与える他
の実施形態が可能である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　デジタル制御分岐３６０は、プログラマブル遅延素子３６１、第２のフィードバック加
算器３６２、および変換器３６４を含む。第２のフィードバック加算器３６２は、接続線
３４９を介してベースバンドが与える利得値と、接続線１２０ｃを介した第２の較正値と
、プログラマブル遅延素子３６１からのアナログ利得の遅延された表現とを受ける。図５
に図示されるように、第２のフィードバック加算器３６２は、利得値と、第２の較正値と
、接続線３６３上をプログラマブル遅延素子３６１から受けたアナログ利得との差を生成
し、これを変換器３６４に転送する。変換器３６４は、デジタル利得をデシベルから線形
値に変えた後に制御ワードを生成する。制御ワードは接続線２６５を介してスケーラ４０
２に転送される。デシベルを線形単位に変換するための方法は、図９と関連して図示され
記載される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　ブロック７０８に示されるように、ブロッカーが存在する場合、ブロッカー存在信号を
自動利得制御回路のアナログ制御分岐に転送することによって、１つ以上のアナログ利得
段が調整される。アナログ制御分岐はルックアップテーブルを含み、ルックアップテーブ
ルは、アナログ受信経路に適用されると、信号パワーを低減してＡＤＣでの受信信号の飽
和またはクリッピングを防止する制御信号を通信するように配置される情報を有する。そ
うではなく、ブロッカーが存在しない場合は、第２の信号強度（すなわち、フィルタリン
グされた受信信号）と参照値との間の差が求められて、誤り信号を生成する。その後、ブ
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ロック７１２に示されるように、アナログ制御分岐およびデジタル制御分岐を有する一次
フィードバックループに差または誤り信号が適用される。上述のように、アナログ制御分
岐は、アナログ利得制御信号をアナログ受信機または信号経路中の制御可能素子に与えて
所望のアナログ利得制御を与える。また上述したように、デジタル制御分岐は、誤り信号
とアナログ利得制御信号との差に従って動作して、チャネル選択フィルタと直列に結合さ
れたスケーラ４０２を調整する制御ワードを生成して、デジタルドメインで所望の量の利
得を与える。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　方法１１００はブロック１１０２から開始し、ここでパラメータＬ２ＤＢおよびslope
が初期化され、アレイＬ２fracおよびＬ２Thrshに投入される。例示的な実施形態では、
Ｌ２ＤＢは４２に設定され、slopeは４に設定される。さらに、Ｌ２fracアレイには、メ
ンバー１１４９、１２８９、１４４６、１６２３、１８２１、および２０４３が投入され
、Ｌ２Thrshアレイには、メンバー４２、８４、１２６、１６８、２１０、および２５２
が投入される。これらのアレイのメンバーは所望の精度に量子化されてもよい。その後、
ブロック１１０４に示されるように、変数Ｘが（デシベルの）ＸとＬ２ＤＢとの積に設定
される。ブロック１１１０で、変数Ｘintはint（Ｘ）に設定される。ブロック１１１２で
、ＸfracはＸとＸintとの差に設定される。その後、変数ＴＥＭＰがＸとslopeとの積によ
って決まり、変数ＴＥＭＰ１がＸfracとＴＥＭＰとの和によって決まる。Ｌ２アレイが探
索されてＴＥＭＰ１の位置を定める。出力値がＴＥＭＰおよび定められた位置の関数とし
て設定される。ブロック１１０２から１１２６と関連して記載されたようなデシベルから
利得の線形単位への変換のための補正率を生成するための方法は所望のように開始および
繰返し可能である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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